
アイリス・パワー社

BusTracTM

電動機/タービン発電機用　オン・ライン部分放電 連続監視

QUALITROL-IRIS POWER 社は
電動機及び発電機用巻線の監視装置と検査装置を製造する世界最大のメーカーです
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アイリス・パワー社
BusTarcシステム

アイリス・パワー社のBusTracシ
ステムは恒久的に据え付ける容
量性カプラー（各相最少２個）
と専用のBusTrac本体、システム
コントローラー、及びデジタル
通信機から成り立ち、固定子巻
線の部分放電(PD)量を連続監視
します。

既にBusカプラーが設置されてい
る設備では、BusTracモニターを
既存の端子箱に接続することが
できます。アイリス・パワー社
のBusTracモニターを設置するた
めに回転機を停止する必要はあ
りません。Qualitrol-アイリ
ス・パワー社のフィールド・
サービス・スペシャリストが
BusTrac装置の据付調整を行い、
アラームのトリガーレベルと、
状態に基づいた測定開始トリ
ガーを、その回転機固有の最適
レベルに設定します。

アイリス・パワー社のBusTracモ
ニターは多数の通信オプション
をそろえています。モニターの
フロントパネルのRS232コネク
ターにシリアルケーブルを直接
接続できます。オプションで、
アイリス・パワー社のBusTracは
RS485（銅線または光ファイ
バー）に接続したり、あるいは
イーサネットをターミナルサー
バー経由で接続してリモートア
クセスすることができます。
通信オプションの詳細は
Qualitrol-アイリス・パワー社
の代理店へお尋ね下さい。

アイリス・パワー社のBusTracモ
ニターの新規のユーザーは、最
初に回転機の停止期間中に80pF
の容量性カプラーを恒久的に設
置しなければなりません。
アイリス・パワー社のBusTrac装
置は高電圧電動機、タービン発
電機や水力発電機用のオンライ
ン部分放電(PD)測定システムを
開発してきたQualitrol-アイリ
ス・パワー社の長年の経験から
できた製品です。アイリス･パ
ワー社のBusTracモニターは、初
期の機種と同様に、ほとんどの
発電所の環境で典型的な電気的
干渉を取り除くために特別に設
計された独自の方法を用いてい
ます。
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これにより、誤表示リスクが少な
くて信頼性の高い再現性のある試
験結果が得られます。アイリス・
パワー社の経験を積んだスタッフ
が提供する2日間のトレーニング講
習に参加すば、保全担当者が試験
データを簡単に解析することが可
能です。
本装置は、全ての前世代のアイリ
ス・パワー社のTGA-B技術と完全に
互換性があるので、保全担当者は
同等の装置と比較する際に、過去
のデータをそのまま使用できま
す。
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試験結果が225,000件を超え拡張し続
けるQualitrol-アイリス・パワー社の
データベースを使用すると、より確か
な比較が可能になります。

アイリス・パワー社のBusTracモニ
ターは6個（クロス・コンパウンド発電
機では9個）のカプラーを順次監視す
るためのマルチプレクサーを搭載した
端子パネルを備えています。本装置
は次の2種類のモードのどちらかに設
定して運用します。

１　制御モード
アイリス・パワー社のHydroTracシス
テムをフロントパネルのキーパッドか
ら、あるいはアイリス・パワー社の
TracConTM制御用ソフトウェアを搭載
したホストコンピュータを用いた遠隔
操作からのどちらかで、測定を開始し
ます。　試験結果はアイリス・パワー
社のPDViewTM表示/傾向ソフトウェ
アを用いて直ちに表示と解析が可能
です。

２　 自動モード
アイリス・パワー社のHydroTracシス
テムはデータを連続して収集し（１時
間に数回）、傾向監視や同等の水力
発電機と比較するのに必要なQm値と
NQN値を保存します。

・洗練された監視/解析システムで、部分放電と電気ノイズをパルスごとにデ
ジタル方式で分離するので、誤表示を防げます。

連続監視の利点

電動機や発電機は信頼性の高い装
置です。　しかし、調査によれば不良
の40%は、固定子巻線の絶縁層の老
朽化や劣化に起因します。　オンライ
ン部分放電の定期試験は、様々な形
式の発電機で巻線に関連した問題を
診断するために1951年以来採用され
てきました。

定期的なオンライン部分放電（PD)試
験とは異なり、アイリス･パワー社の
BusTracモニターは、保全担当者に
次のような恩恵を提供します。

・測定を自動化　（オンサイトまたはリ
モート）

・プラントのSCADAへ重要なトレンド
指標を提供

・収集したデータをより詳細に見直す
必要性をリモートで警告

・いつでもどのような運転状態でも部
分放電量の収集が可能

・高い部分放電量の早期検出が可
能

・なだらかなトレンドカーブを作成

・安価な試験コスト

本装置は、過去30年以上にわたり世
界中の電動機と発電機で恒久的に
設置されてきた物と同じ型のセン
サーを使用します。　2000基を超える
部分放電（PD)連続監視装置がその
信頼性を示しています。

特　徴
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・実績のあるフィルタリングとパターン認識によりノイズを分離するので、含浸
不良、巻線の過熱、スロット内でのコイルの振動、電界緩和層の効果の低下
や劣化、材質の問題や汚損を、高い信頼性で客観的に検知することができ
ます。

・アイリスパワー社のTGA-B技術と互換性があるので、ユーザーは既存の
設置済みセンサーに監視システムを停止せずに接続することができます。
データはアイリス・パワー社製のTGA-Bポータブル測定機を用いて簡単に
認識でき、さらに詳しく解析することが可能です。

容量性カプラーの取り付け例

・一定の間隔で試験を続けると、傾向監視の品質を上げることができます。
アラーム機能により、保全担当者は部分放電量が異常またはハイレベルの
機器だけに集中できます。　検査の頻度を増やし、制御モードを使用して作
成したプロットは、固定子巻線絶縁層の主な劣化メカニズムを識別するする
のに役立ちます。

　毎日あるいは月ごとのデータ
をまとめて2年分まで保存でき
ます。　データは現場で装置の
RS232ポート経由でポータブ
ル・コンピュータへダウンロー
ドできます。　あるいはアイリ
スパワー社のTracLinkTMソフト
ウェアを用いて遠隔でダウン
ロードできます。（ネットワー
クオプション要）



QUALITROL-IRIS POWER 社はモーターと発電機の巻線の診断分野において1990年以来世界のリーダーとして、
オンライン/オフライン試験機さらにコミッショニング・サービスとコンサルティング・サービスをご提供しております。

Iris Power 社のBusTrac、PDView、TGA-B,TrackLinkおよびTracConは Qualitrol-Iris Powerの登録商標です。
WindowsはMicrosoft社の登録商標です。
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・アナログ信号出力モジュール(ASOM): このオプションで、Trac機器に部分
放電の評価指標であるNQNとQmに比例したアナログ出力信号を発生させる
ことができます。　これらの信号をプラントの傾向監視やデータ収集をする制
御システムに引き渡します。　このオプションを使うと、Trac機器を現場のそ
の他のセンサーと同じように取り扱うことができ、部分放電データの表示/警
告/傾向を、プラントの操作員が慣れ親しんでいるプラントの監視システムに
組み込むことができます。

・通信のリモート･モードでコマンドの実行、制御、設定を遠隔地からできま
す。　例えば、傾向監視の指標値をSCADAシステムに転送でき、タービン発
電機の負荷や温度のような運転パラメータとの相関がわかるので固定子巻
線の問題解決に役立ちます。

・ネットワーク機能でRS485ポートを追加して、アイリス・パワー社のTracCon
ソフトウェアを搭載したリモート・コンピュータと遠隔通信できます。

部分放電とは何か？

部分放電（PD)は固定子巻線の高
電圧絶縁層で発生する小さな電気
スパークです。部分放電は絶縁材
の内部や表面の小さな空隙（ヴォ
イド）で発生します。一般に状態の
良好な固定子巻線は分放電量は
少なくなります。しかし60年も経過
すると巻線の振動、高温での動
作、油/水分/化学物質による汚損
等によって固定子が劣化し部分放
電量は10倍以上に増加します。
このようにオンライン部分放電監
視により固定子巻線の損傷の根
本原因を検知できます。電動機や
発電機の通常運転時に部分放電
監視ができるので、さらに一般に
損傷のリスクを2-3年前から警告
できるので、部分放電監視は予知
保全のとても強力な道具となりま
した。

固定子巻線の部分放電監視の利
点は：

・回転機の可用性の向上

・実際の状態に基づいた保全計画
が可能

・運用中の故障を劇的に軽減しま
す


